


（規格Ａ４版） 

（第２面） 

  

産業廃棄物の処理施設の維持管理に関する計画 

 

排ガスの性状、放流水の水質等につ

いて周辺地域の生活環境の保全のた

め達成することとした数値 

排ガス及び排水は発生しない 

排ガスの性状及び放流水の水質の 

測定頻度に関する事項 
該当なし 

その他産業廃棄物の処理施設の維持

管理に関する事項 
別紙「中間処理施設に係る事業計画」のとおり 

説明会の開催の周知方法並びに事業計画書を公告及び縦覧する方法 

 

説明会の開催

の周知方法 

予 定 日 時 
   令和５年６月３日 

 午前１０時００分 ～     時   分 

予 定 場 所 及 び 

収 容 人 数 

鈴鹿市住吉町８４４０番地 

鈴鹿リサイクルセンター有限会社２Ｆ会議室 ２０名 

周 知 の 方 法  関係住民等へ開催案内を郵送する 

事業計画書を

公告及び縦覧

する方法 

公 告 の 方 法 
鈴鹿リサイクルセンター有限会社ホームぺージ

https://www.fujiko.ne.jp/src.html 

公 告 予 定 日 令和５年５月１９日 

縦 覧 場 所  鈴鹿リサイクルセンター有限会社事務所  

縦 覧 開 始 予 定 日     令和５年５月１９日 

縦 覧 時 間 
午前８時００分 から 午後５時００分まで 

     (土曜日、日曜日及び祝日を除く) 

産業廃棄物の搬入及び搬出の時間、方法

及び経路 

搬入搬出の時間：８：００～２２：００ 

方法及び経路は別紙「中間処理施設に係る事業計画」の

とおり 

産業廃棄物の処理施設を使用する日時 ８：００～２２：００（休憩：１時間含む） 

産業廃棄物の処理施設の設置等に当たり

行政庁の許可、認可、承認、行政庁に対

する届出その他これらに類するものを必

要とする場合にあってはそれらの手続の

状況 

別添「新工場建設打合せ記録」 

事業計画者の 

連絡先 

担 当 部 署 
鈴鹿リサイクルセンター有限会社  

総務部  上戸 大地             

Ｔ Ｅ Ｌ ０５９－３７０－６７８９ 

Ｆ Ａ Ｘ ０５９－３７０－２４１１ 

https://www.fujiko.ne.jp/src.html












別紙－５－１（１） 
中 間 処 理 施 設 に 係 る 事 業 計 画 

基

本

計

画 

施

設

の

内

容 

種     類 法許可 処 理 能 力 １日の稼働時間 

二軸破砕機 FR2000（16枚刃） 要・不要 389.63ｔ/日 14時間 

振動ふるい機(BIVITEC KRL/EDS 1000×4) 要・不要    771.12ｔ/日 14時間 

風力選別機 SDS1200 要・不要     1,360.80t/日 14時間 

 風力選別機 SDi650 要・不要    708.82ｔ/日 14時間 

 一軸破砕機 Komet1800 要・不要    346.50t/日 14時間 

 圧縮機 要・不要    291.72ｔ/日 14時間 

施設使用開始 
予 定 日 

  手続き終了後 年   月   日 ～ 

１日平均中間処理

量、及び搬入・搬出

車両台数 

（取扱廃棄物ごと

に記入） 

（別－１のとおり） 

技 術 

管理者 
又は 

施 設 
管 理 
責任者 

氏  名 下田 陽一 

資格内容 

規則第１７条第１項第４号の技術管理者 

平成１７年 ３月 ３日 

産業廃棄物処理施設技術管理者講習 

破砕・リサイクル施設コース 基礎・管理課程を修了。 

処

理

計

画 
廃   棄   物 

 

受入れの方法 

計量器で計量、マニフェスト（電子マニフェストの場合は受渡確認票等）及び

展開検査により廃棄物を確認後、それぞれ廃棄物ごとに受入・保管場所にて受

入れ。 

                          添付書類：■無 □有（別添－  のとおり） 

処 理 の 方 法 

処理フローの通り、種類ごとに破砕する。 

 

                          添付書類：□無 ■有（別添－ ６ のとおり） 

処理後の産業廃棄物または処理方法の処理方法等 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

（別－２のとおり）   

発生量 

（t/月又は m3/月） 
   

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

 









別紙－５－２（２） 

 

 

 

 

その他、施設の維持管理に関する計画 

騒音・振動 

粉じん 

 

 

 

保管場所 

機器の日常・定期点検を徹底し、作業についても注意を払うほか、敷地境界に

おいて騒音：５５ｄＢ、振動：６０ｄＢを遵守し、年１回の測定を行う。 

屋内作業の為、粉じんは飛散しません。 

 

 

 

 
 





別 ２ 

処 理 計

処理後の産業廃棄物または処理方法の処理方法等 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

木くず（チップ燃料） 木くず 紙くず（古紙） 

発生量 
（t/月又は m3/月） 

２００t／月 １０t／月 ２３t／月 

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(株)ナコード 

所在地：東京都中央区東日本橋 

2 丁目 27-8 

住友大阪セメント(株)岐阜工場 

所在地：岐阜県本巣市山口 11 番

地 

へ燃料として売却する。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

豊田ｹﾐｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 

所在地：愛知県半田市日東町 1-30

へ焼却処理する。 

 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

三愛紙業(株) 

所在地：三重県鈴鹿市安塚町字野瀬

1491-3 

福田三商(株)四日市営業所 

所在地：三重県四日市市河原田町相

名 1450 

へ古紙として売却する。 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

紙くず 紙くず 繊維くず 

発生量 
（t/月又は m3/月） 

１t／月 １t／月 ６t／月 

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

 北越コーポレーション(株) 

所在地：三重県南牟婁郡紀宝町

鵜殿 182 

王子製紙㈱ 

所在地：徳島県阿南市豊益町吉

田 1 

へサーマル燃料として売却する 

埋立処分 中間処分 売却 

 

豊田ｹﾐｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 

所在地：愛知県半田市日東町 1-30

へ焼却処理する。 

 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

 (株)サニックス 

所在地：三重県鈴鹿市御薗町3600-33 

へ減容固化（RPF）処理する。 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

繊維くず 鉱さい 鉱さい 

発生量 
（t/月又は m3/月） 

１t／月 １t／月 １t／月 

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

豊田ｹﾐｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 

所在地：愛知県半田市日東町

1-30 

へ焼却処理する。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(株)芸濃 

所在地：三重県津市芸濃町椋本

6218-1 

へ混練・造粒固化処理（路盤材）

処理する。  

 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(一財)三重県環境保全事業団 

所在地：三重県四日市市小山町西北

野 3140 

へ管理型最終処分場にて埋立処理

する。 

※ 「鉱さい」は既存施設でのみ発生 
 



処 理 計

処理後の産業廃棄物または処理方法の処理方法等 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

動植物性残さ 動植物性残さ ゴムくず（原料） 

発生量 
（t/月又は m3/月） 

１t／月 １t／月 １t／月 

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(株)奥村産業 

所在地：三重県鈴鹿市椿一宮町

1612  

へ発酵処理（堆肥化）する。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

豊田ｹﾐｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 

所在地：愛知県半田市日東町 1-30

へ焼却処理する。 

 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(株)WATT 

所在地：三重県桑名市志知 862 

へ原料として売却する。 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

ゴムくず 廃プラスチック類 廃プラスチック類（原料） 

発生量 
（t/月又は m3/月） 

２t／月 ４０t／月 ２０t／月 

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(一財)三重県環境保全事業団 

所在地：三重県四日市市小山町

西北野 3140 

へ管理型最終処分場にて埋立処

理する。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

住友大阪セメント㈱ 

所在地：岐阜県本巣市山口 11 

太平洋セメント㈱ 

所在地：三重県いなべ市藤原町東

禅寺 136-1 

へセメント原料用焼却を行う。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(株)富樫金属 

所在地：三重県鈴鹿市石薬師町

2422-2 

へ原料として売却する。 

 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

廃プラスチック類 廃プラスチック類 廃プラスチック類 

発生量 
（t/月又は m3/月） 

１６０t／月 １６０t／月 ２０t／月 

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

 王子製紙株式会社 

所在地：徳島県阿南市豊益町吉

田 1 

へ燃料用として売却する。 

 

 埋立処分 中間処分 売却 

 

北越コーポレーション㈱ 

所在地：三重県南牟婁郡紀宝町鵜

殿 182 

へ燃料用として売却する。 

  

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(一財)三重県環境保全事業団 

所在地：三重県四日市市小山町西北

野 3140 

へ管理型最終処分場にて埋立処理

する。 

※「動植物性残さ」、「ゴムくず」は既存施設でのみ発生 
 
 



処 理 計

処理後の産業廃棄物または処理方法の処理方法等 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

がれき類 がれき類 がれき類 

発生量 
（t/月又は m3/月） 

２５０t／月 ５０t／月 ５０t／月 

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

朝日土木(株) 

所在地：三重県鈴鹿市上田町字

桐棒 181-1  

へ破砕処理（路盤材）する。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

塩浜運送(株) 

所在地：三重県鈴鹿市加佐登町字

守谷 670 

へ安定型最終処分場にて埋立処理

する。 

 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(一財)三重県環境保全事業団 

所在地：三重県四日市市小山町西北

野 3140 

へ管理型最終処分場にて埋立処理

する。 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

金属くず ガラスくず等 ガラスくず等 

発生量 
（t/月又は m3/月） 

１１０t／月 ５t／月 １０t／月 

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(株)佐藤商店 

所在地：三重県鈴鹿市大池

3-10-10 

へ鉄鋼原料として売却する。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(有)勝山商店 

所在地：三重県四日市市午起１丁

目 6-11 

へガラス原料として売却する。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

朝日土木(株) 

所在地：三重県鈴鹿市上田町字桐棒

181-1  

へ破砕処理（路盤材）する。 

 

 

処理後の産業

廃棄物または

再生品の種類 

ガラスくず等 ガラスくず等  

発生量 
（t/月又は m3/月） 

１９５t／月 ３０t／月  

処理方法 

埋立処分 中間処分 売却 

 

塩浜運送(株) 

所在地：三重県鈴鹿市加佐登町

字守谷 670 

へ安定型最終処分場にて埋立処

理する。 

 

埋立処分 中間処分 売却 

 

(一財)三重県環境保全事業団 

所在地：三重県四日市市小山町西

北野 3140 

へ管理型最終処分場にて埋立処理

する。 

 

 

 



№1

内　　　　　　　　　容

1 － 産業廃棄物の処理施設の位置

1 土地利用計画平面図

2 建物平面図、立面図、矩形図（リサイクルプラント）

3 処理施設の配置図（リサイクルプラント）

4 新旧設備対照表

5 設備配置図

6 品目別の処理能力、保管数量

2 － 産業廃棄物の処理施設の処理能力計算書

① ２軸破砕機　FR2000

④ 風力選別機　NIHOT SDS-1200

⑩ 風力選別機　NIHOT SDi-650

⑮ １軸破砕機　Komet1800

⑱ 圧縮機

3 － 処理施設のカタログ等一式

① ２軸破砕機　FR2000

④ 風力選別機　NIHOT SDS-1200

⑩ 風力選別機　NIHOT SDi-650

⑮ １軸破砕機　Komet1800

⑱ 圧縮機

⑳ 集塵機

※○付の番号は添付資料一覧表次ページの「設備番号（添付資料一覧表との番号と対応）、イメージ図」参照ください。

4 － 事業計画地の位置図及び付近の見取り図

1 付近見取図

2 駐車場位置図

3 搬入道路位置図

4 排水経路図

5 奈良池までの水の流れ

5 －
事業計画地の登記事項証明書及び不動産登記法第14条第1項に規定する地図又は同条
第4項に規定する図面の写し

1 計画地の一覧表

2 登記事項証明書

3 公図

4 地積情報図

5 許可申請対象地求積図

6 許可申請対象地各筆求積図

添付資料一覧表

番号



№2

内　　　　　　　　　容

添付資料一覧表

番号

7 許可申請対象地各筆求積図附図

6 － 産業廃棄物処理フロー図

7 － 災害防止計画 他

1 災害防止計画

2 消防用設備等（特殊消防用設備等）点検結果報告書

3 緊急事態への準備及び対応規定

4 ISO実施計画書及び実施記録

5 工場日報（点検、検査の記録）

8 － 生活環境及び環境保全の向上を図る上で支障を生じるおそれがない理由

9 － 生活環境影響調査

10 － 市町との協議状況















2023.5.15

新旧設備対照表
既存

二軸破砕機

振動ふるい機 BIVITEC KRL/EDS 1000×4

二軸破砕機（既存） FR2000 14枚

既存+新リサイクルプラント

風力選別機×2

一軸破砕機 komet1800

圧縮機 CP2-65SBF2

変更（追加）部

木屑破砕機木屑破砕機

二軸破砕機 （新規） FR2000 16枚刃

能力の新旧比較（単位t/14Hrs）

旧処理能力計 新処理能力計

二軸破砕 木屑破砕 二軸破砕 木屑破砕 二軸破砕 一軸破砕
廃プラスチック類 68.19 68.19 68.19 77.93 119.28 265.40
紙くず 45.46 45.46 45.46 51.95 79.52 176.93
繊維くず 45.46 45.46 45.46 51.95 92.12 189.53
動植物性残さ 181.83 181.83 181.83 181.83
ゴムくず 113.64 113.64 113.64 113.64
金属くず 318.20 318.20 318.20 363.66 323.40 1005.26
ガラスくず等 340.93 340.93 340.93 389.63 346.50 1077.06
鉱さい 363.66 363.66 363.66 363.66
がれき類 340.93 340.93 340.93 389.63 346.50 1077.06
木くず 136.37 348.60 484.97 136.37 348.60 155.85 276.36 917.18

旧 新

既存 新リサイクルプラント

・SDS-1200・SDi-650



トラックスケール

3軸破砕機休止中

積保出入口

処分用出入口

設備配置図

④

①

② ③
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木屑破砕機

④内訳

Ａ　29.6×4.4=130.2
Ｂ　6.2×2.8=17.4
Ｃ　14.9×18.6=277.1
Ｄ　3.1×5=15.5
Ｅ　1.1×5.4=5.9
Ｆ　21.6×6.8=146.9
Ｇ　2.9×12.7=36.8
Ｈ　13.7×16.1=220.6
Ｉ　54×7.6=410.4
Ｊ　20×6=120
　合計　1380.8

５

20

７

9.5

９

１２

７

６

５

１２

5.9

17.5

9.3

15

7.5

10

12.7

16

⑨ ⑩ ⑪
6

3.05

6 6

3.05 3.05

貯水槽

キュービクル

20
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16
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4
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ア イ

ウ

エ

キ
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3 2.5

8

14 5
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6
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8.58.79
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石綿含有産業廃棄物

石綿含有産業廃棄物

水銀使用製品産業廃棄物
水銀含有ばいじん等

12

13

60

18

⑰

⑱

新規

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｄ

⑲
⑳

㉑

㉒

㉓

11.6

9.2

3.213

25.8

19 3.7

3.2
3.7

3.7

3.7

3.2

3.2

2023.5.16

二軸破砕機ＦＲ２０００(１6枚)

振動ふるい機ビビテック

風力選別機ＳＤＳ-１２００
風力選別機ＳＤＩ-６５０

１軸破砕機ＫＯＭＥＴ１８００

圧縮機



（新） 処分施設の廃棄物の種類、保管場所、保管面積、保管容量、保管容量計算、保管方法、最大高さ 2023.5.12

配置図番号 廃棄物の種類
石綿含有を含む
廃棄物の種類

保管方法 最大高さ 備考

既存 ① ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 275 ㎡ 180 ㎥ 30 ㎥コンテナ × 6 台 ＝ 180 ㎥ コンテナ・主に破砕済品 ― 0.08216 日 （紙くず・2190.97㎥）

既存 ② ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 103.3 ㎡ 56 ㎥ 8 ㎥コンテナ × 7 台 ＝ 56 ㎥ コンテナ・主に破砕済品 ― 0.02556 日 （紙くず・2190.97㎥）

既存 ③ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 139.5 ㎡ 56 ㎥ 8 ㎥コンテナ × 7 台 ＝ 56 ㎥ コンテナ ― 0.02556 日 （紙くず・2190.97㎥）

既存 ④ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 1380.8 ㎡ 574 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 109 台 ＝ 218 ㎥ コンテナ ― 0.26198 日 （紙くず・2190.97㎥） ㉒保管場所兼前処理場所業務終了時コンテナ保管

8 ㎥コンテナ × 20 台 ＝ 160 ㎥ コンテナ ― 0.00000 日 （紙くず・2190.97㎥）

16 ㎥コンテナ × 1 台 ＝ 16 ㎥ コンテナ ― 0.00000 日 （紙くず・2190.97㎥）

30 ㎥コンテナ × 6 台 ＝ 180 ㎥ コンテナ ― 0.00000 日 （紙くず・2190.97㎥）

既存 ⑤ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 835 ㎡ 540 ㎥ 30 ㎥コンテナ × 18 台 ＝ 540 ㎥ コンテナ・主に破砕済品 ― 0.24647 日 （紙くず・2190.97㎥）

既存 ⑥ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 37.5 ㎡ 40 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 20 台 ＝ 40 ㎥ コンテナ ― 0.01826 日 （紙くず・2190.97㎥） 保管場所兼破砕困難物置き場

既存 ⑦ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 203.2 ㎡ 160 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 80 台 ＝ 160 ㎥ コンテナ ― 0.07303 日 （紙くず・2190.97㎥）

既存 ⑧ ⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑮ ― 598 ㎡ 256 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 128 台 ＝ 256 ㎥ コンテナ ― 1.40791 日 （動植物性残さ・181.83㎥） ㉓展開場所 20ｍ×９ｍ

既存 ⑨ ⑬⑭⑮ ― 18.3 ㎡ 27.45 ㎥ ＝ 27.45 ㎥ バラ 地上面 0.14569 日 （鉱さい・188.42㎥）

既存 ⑩ ⑧もしくは⑬⑭⑮ ― 18.3 ㎡ 27.45 ㎥ ＝ 27.45 ㎥ バラ 地上面 0.14569 日 （鉱さい・188.42㎥）

既存 ⑪ ⑬⑭⑮ ― 18.3 ㎡ 27.45 ㎥ ＝ 27.45 ㎥ バラ 地上面 0.14569 日 （鉱さい・188.42㎥）

新 ⑰ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 156 ㎡ 432 ㎥ バラ 4ｍ 0.19717 日 （紙くず・2190.97㎥）

新 ⑱ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 1080 ㎡ 622 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 109 台 ＝ 218 ㎥ コンテナ ― 0.28389 日 （紙くず・2190.97㎥）

8 ㎥コンテナ × 20 台 ＝ 160 ㎥ コンテナ ― 0.00000 日 （紙くず・2190.97㎥）

16 ㎥コンテナ × 4 台 ＝ 64 ㎥ コンテナ ― 0.00000 日 （紙くず・2190.97㎥）

30 ㎥コンテナ × 6 台 ＝ 180 ㎥ コンテナ ― 0.00000 日 （紙くず・2190.97㎥）

新 ⑲ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 682.5 ㎡ 530 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 265 台 ＝ 530 ㎥ コンテナ ― 0.24190 日 （紙くず・2190.97㎥）

新 ⑳ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 11.8 ㎡ 4 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 2 台 ＝ 4 ㎥ コンテナ ― 0.00183 日 （紙くず・2190.97㎥）

新 ㉑ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 11.8 ㎡ 4 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 2 台 ＝ 4 ㎥ コンテナ ― 0.00183 日 （紙くず・2190.97㎥）

新 ㉒ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 11.8 ㎡ 4 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 2 台 ＝ 4 ㎥ コンテナ ― 0.00183 日 （紙くず・2190.97㎥）

新 ㉓ ⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 11.8 ㎡ 4 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 2 台 ＝ 4 ㎥ コンテナ ― 0.00183 日 （紙くず・2190.97㎥）

合計 5592.9 ㎡ 3544.4 ㎥ ― 3.30824 日

既存 ⑬ ⑧ ― 66.5 ㎡ 57.3 ㎥ バラ ２．０ｍ 0.0145 日 （木くず・3962.84㎥） 移動式破砕機

既存 ⑭ ⑧ ― 108 ㎡ 112.8 ㎥ バラ ２．５ｍ 0.0285 日 （木くず・3962.84㎥） 木くず　348.6ｔ/日≒ 633.82㎥/日

既存 ⑮ ⑧ ― 60 ㎡ 49.5 ㎥ バラ １．５ｍ 0.0125 日 （木くず・3962.84㎥） 比重0.55として計算

既存 ⑯ ⑧ ― 42 ㎡ 29.3 ㎥ バラ １．７５ｍ 0.0074 日 （木くず・3962.84㎥） 比重0.55として計算

　　　　　　　　　合計 210 ㎡ 191.6 ㎥ 0.0628 日

積替保管施設の廃棄物の種類、保管場所、保管面積、保管容量、保管容量計算、保管方法、最大高さ

配置図番号 廃棄物の種類
石綿含有を含む
廃棄物の種類

保管方法 最大高さ 備考

既存 ア ②⑥⑦⑧⑨⑫⑬⑮ ― 123.06 ㎡ 270 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 135 台 ＝ 270 ㎥ コンテナ ― 水銀使用製品産業廃棄物 2㎥コンテナ　　45台×3段＝135台

既存 イ ①②③④⑤⑩⑪⑭⑱⑲ ― 42.5 ㎡ 57.6 ㎥ ドラム缶 × 156 台 ＝ 31.2 ㎥ ドラム缶 ― 水銀含有ばいじん ドラム缶　52本×3段＝156本

既存 1 ㎥コンテナ × 26 台 ＝ 26.4 ㎥ コンテナ ― 水銀含有ばいじん 1㎥コンテナ　　9台×3段＝27台　

既存 ウ ⑥⑬⑮ ⑥⑬⑮ 30 ㎡ 36 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 18 台 ＝ 36 ㎥ コンテナ ― 石綿含有産業廃棄物 2㎥コンテナ　　6台×3段＝18台

既存 エ ⑥⑬⑮ ⑥⑬⑮ 21 ㎡ 16 ㎥ 2 ㎥コンテナ × 8 台 ＝ 16 ㎥ コンテナ ― 石綿含有産業廃棄物 2㎥コンテナ　　4台×2段＝8台

合計 216.56 ㎡ 379.60 ㎥

既存 キ 展開場所 20 ㎡ 縦×横（8ｍ×2.5ｍ）

廃棄物の種類　①燃え殻　②汚泥　③廃油　④廃酸　⑤廃アルカリ　⑥廃プラスチック類　⑦紙くず　⑧木くず　⑨繊維くず　⑩動植物性残さ　⑪ゴムくず

　　　　　　　　　　⑫金属くず　⑬ガラス・陶磁器くず及びコンクリートくず　⑭鉱さい　⑮がれき類　⑱ばいじん　⑲処分するために処理したもの

※コンテナ…1・2・4・5・8・10・12・16・30㎥コンテナ及びパレテーナ

※その日その日により、得意先・受入品目・数量及び荷姿（コンテナの大きさ）が変動するため、特に廃棄物の種類が特定できない。

　 よって破砕済品・未破砕品の断定的な保管場所設定が難しい。但し、コンテナには破砕済品・廃棄物の種類・未破砕品の区別ができるようにしてある。

別紙の通り

保管面積 保管容量 保管容量計算

株式会社フジコウ　作業場

3.05×6×1.5（Ｈ）

別紙の通り

別紙の通り

別紙の通り

別紙の通り

保管面積 保管容量 保管容量計算
最も処理能力の低い

品目の処理日数

3.05×6×1.5（Ｈ）

3.05×6×1.5（Ｈ）

直径0.6ｍ

高さ0.9ｍ高さ0.92ｍ

縦1.22

横1.84ｍ

2 コンテナ ドラム缶



1
2

3

（2＋2）×2×1 ＋ 3.5×2×1 ＝ 4.8 ５７．３㎥
3 2

2

(1+1)×（1×0.5） ＋ 7.5×1×0.5 ＝ 2.2
3 2

( )

設備配置図⑬の保管方法

⑬の保管容量計算

(4+4)²×2 ＋ 1.5×8×2 ＝ 54.7 54.7-2.2＋4.8＝57.3

2.0m
1.5m

2.0m

2.0m

1.0m 4.0m



1
2

１１２．８㎥
3 2

2.8
3 2

（2＋2）×2×1 ＋ 6×2×1 ＝ 7.3

3 2

(1+1)×（1×0.5） ＋ 10×1×0.5 ＝

( )

設備配置図⑭の保管方法

⑭の保管容量計算

(5+5)²×2.5 ＋ 2×10×2.5 ＝ 108.3 108.3-2.8＋7.3＝112.8

2.0m
1.5m

2.0m

2.5m

2.0m 5.0m



1
2

４９．５㎥
3 2

2.8
3 2

（2＋2）×2×1 ＋ 6×2×1 ＝ 7.3

3 2

(1+1)×（1×0.5） ＋ 10×1×0.5 ＝

( )

設備配置図⑮の保管方法

⑮の保管容量計算

(3+3)²×1.5 ＋ 6×6×1.5 ＝ 45 45-2.8＋7.3＝49.5

2.0m
1.5m

2.0m 3.0m



1
2

設備配置図⑯の保管方法

⑯の保管容量計算

(3.5+3.5)²×1.75 ＋ 0×7×1.75 ＝ 28.6 28.6-1.6＋2.3＝29.3
3 2

(1+1)×（1×0.5） ＋ 5×1×0.5 ＝ 1.6
3 2

（2＋2）×2×1 ＋ 1×2×1 ＝ 2.3 ２９．３㎥( )3 2

2.0m
1.5m

2.0m

1.75m

0.5m
3.5m



 624　㎥ ・・・A 

設備配置図⑰の保管方法

⑰の保管容量計算

高さ4ｍ全体の体積：12（W）×13（D）×4（H）　　 ＝
置けない部分の体積：12（W）×8（D）÷2×4（H）＝

保管できる容量（保管容量）A-B：624-192　　　　＝

432 

192 ㎥ ・・・B

432 ㎥

4.0m

3.69m

13.0m (D)

12.0m(W)

7.69m(H

置けない部分

5.0m 8.0m









         処理能力計算書　－　         Throughput Calculation Sheet 　－　FORREC　Dual-Shear Shredder　FR2000     FORREC  S.r.l

1．型式 FR2000 FR2000 FR2000 FR2000 FR2000 FR2000 FR2000 FR2000 FR2000 FR2000

2.処理対象物 廃プラスチック類 紙くず 繊維くず 木くず がれき類 金属くず

3.嵩比重 Y 0.30 0.20 0.20 0.60 1.50 1.40 1.50 0.50 0.80 1.60

4.有効稼働率 EOR EORI*EORS*EORM*EORH 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03

     投入効率 EORI 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50

 　 噛み込み効率 EORS 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40

     材料効率 EORM 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38

     フック数効率 EORH フック数(少): 0.4 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40

5. 機械仕様
     刃物外径 D1 cm 62.00 62.00 62.00 62.00 62.00 62.00 62.00 62.00 62.00 62.00
　　刃物フック高さ D0 cm 17.00 17.00 17.00 17.00 17.00 17.00 17.00 17.00 17.00 17.00
     フック数－主軸 P1 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00
     フック数－副軸 P2 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00
     平均フック数 P 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00
     フックタイプ別面積比率 W 0.8 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80

     刃物1枚あたりの破砕面積 A cm2 3.14xD1xD0xW/P 1324.50 1324.50 1324.50 1324.50 1324.50 1324.50 1324.50 1324.50 1324.50 1324.50
     刃物幅 T cm fr 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00
     刃物1枚当たりの破砕体積 K cm3 AxT 7946.97 7946.97 7946.97 7946.97 7946.97 7946.97 7946.97 7946.97 7946.97 7946.97
     回転数-主軸 N1 rpm 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00
     回転数－副軸 N2 rpm 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00
　　平均軸回転数 N0 rpm (N1+N2)/2 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00 40.00
     刃物枚数 C 16.00 16.00 16.00 16.00 16.00 16.00 16.00 16.00 16.00 16.00
6. 体積処理能力/時間 V m3/hr KxPxN0xCxEORx60/106 18.55 18.55 18.55 18.55 18.55 18.55 18.55 18.55 18.55 18.55
7. 重量処理能力/時間 W tons/hr VxY 5.57 3.71 3.71 11.13 27.83 25.98 27.83 9.28 14.84 29.69
8. 稼働時間/日 hr 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00
9. 体積処理能力/日 m3/day VxH 259.76 259.76 259.76 259.76 259.76 259.76 259.76 259.76 259.76 259.76
10. 重量処理能力/日 tons/day VxYxH 77.93 51.95 51.95 155.85 389.63 363.66 389.63 129.88 207.80 415.61

フォレック社　日本販売代理店

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸ
ﾘｰﾄくず及び陶

磁器くず
ゴムくず 動・植物性残さ 鉱さい



ビンダー社　日本販売代理店

1．型式 KRL/EDS 1000 x 4KRL/EDS 1000 x 4KRL/EDS 1000 x 4KRL/EDS 1000 x 4KRL/EDS 1000 x 4KRL/EDS 1000 x 4KRL/EDS 1000 x 4 KRL/EDS 1000 x 4 KRL/EDS 1000 x 4 KRL/EDS 1000 x 4

2.処理対象物 ①廃プラスチック類 ②紙くず ③木くず ④繊維くず ⑤ゴムくず ⑥がれき類 ⑦金属くず ⑨動・植物性残渣 ⑩鉱さい

3.嵩比重 0.30 0.20 0.60 0.20 0.50 1.50 1.40 1.50 0.80 1.60

4. 機械仕様

選別室幅 B ｍ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

搬送速度 S ｍ/min 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0

材料層厚 D ｍ 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050 0.050

処理時間 T min/h 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

5. 理論値処理体積/時間 V0 m
3/hr 45.00 45.00 45.00 45.00 45.00 45.00 45.00 45.00 45.00 45.00

=B×S×D×T

6.搬送効率 k 81.6% 81.6% 81.6% 81.6% 81.6% 81.6% 81.6% 81.6% 81.6% 81.6%

7.処理能力（体積）/時間 V1 m
3/hr =V0 × k 36.72 36.72 36.72 36.72 36.72 36.72 36.72 36.72 36.72 36.72

8. 処理能力（重量）/時間 W tons/hr VxY 11.02 7.34 22.03 7.34 18.36 55.08 51.41 55.08 29.38 58.75

7. 稼働時間/日 hr 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00

8. 体積処理能力/日 m3/ｄａｙ VxH 514.08 514.08 514.08 514.08 514.08 514.08 514.08 514.08 514.08 514.08

9. 重量処理能力/日 tons/ｄａｙ VxYxH 154.28 102.76 308.42 102.76 257.04 771.12 719.74 771.12 411.32 822.50

処理能力計算書　－　         Capacity Calculation Sheet 　－　Binder  Vibrating feeder  KRL/EDS 1000 x 4  Binder+Co

⑧ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず



ニホット社　日本販売代理店

1．型式 SDS-1200 SDS-1200 SDS-1200 SDS-1200 SDS-1200 SDS-1200 SDS-1200 SDS-1200 SDS-1200 SDS-1200

2.処理対象物 ①廃プラスチック類 ②紙くず ③木くず ④繊維くず ⑤ゴムくず ⑥がれき類 ⑦金属くず ⑨動・植物性残渣 ⑩鉱さい

3.嵩比重 0.30 0.20 0.60 0.20 0.50 1.50 1.40 1.50 0.80 1.60

4. 機械仕様

ベルト幅 B ｍ 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

搬送速度 S ｍ/min 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0

材料層厚 D ｍ 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030

処理時間 T min/h 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

5. 理論値処理体積/時間 V0 m
3/hr 129.60 129.60 129.60 129.60 129.60 129.60 129.60 129.60 129.60 129.60

=B×S×D×T

6.搬送効率 k 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0%

（ベルトカバー率）

7.処理能力（体積）/時間 V1 m
3/hr =V0 × k 64.80 64.80 64.80 64.80 64.80 64.80 64.80 64.80 64.80 64.80

8. 処理能力（重量）/時間 W tons/hr VxY 19.44 12.96 38.88 12.96 32.40 97.20 90.72 97.20 51.84 103.68

7. 稼働時間 hr 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00

8. 体積処理能力/日 m3/ｄａｙ VxH 907.20 907.20 907.20 907.20 907.20 907.20 907.20 907.20 907.20 907.20

9. 重量処理能力/日 tons/ｄａｙ VxYxH 272.16 181.44 544.32 181.44 453.60 1360.80 1270.08 1360.80 725.76 1451.52

処理能力計算書　－　         Capacity Calculation Sheet 　－　Nihot  Single drum separator   SDS-1200  Nihot Recycling Technology BV

⑧ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず



ニホット社　日本販売代理店

1．型式 SDi-650 SDi-650 SDi-650 SDi-650 SDi-650 SDi-650 SDi-650 SDi-650 SDi-650 SDi-650

2.処理対象物 ①廃プラスチック類 ②紙くず ③木くず ④繊維くず ⑤ゴムくず ⑥がれき類 ⑦金属くず ⑨動・植物性残渣 ⑩鉱さい

3.嵩比重 0.30 0.20 0.60 0.20 0.50 1.50 1.40 1.50 0.80 1.60

4. 機械仕様

ベルト幅 B ｍ 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6

搬送速度 S ｍ/min 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0

材料層厚 D ｍ 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030

処理時間 T min/h 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

5. 理論値処理体積/時間 V0 m
3/hr 67.50 67.50 67.50 67.50 67.50 67.50 67.50 67.50 67.50 67.50

=B×S×D×T

6.搬送効率 k 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0%

（ベルトカバー率）

7.処理能力（体積）/時間 V1 m
3/hr =V0 × k 33.75 33.75 33.75 33.75 33.75 33.75 33.75 33.75 33.75 33.75

8. 処理能力（重量）/時間 W tons/hr VxY 10.13 6.75 20.25 6.75 16.88 50.63 47.25 50.63 27.00 54.00

7. 稼働時間/日 hr 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00 14.00

8. 体積処理能力/日 m3/ｄａｙ VxH 472.50 472.50 472.50 472.50 472.50 472.50 472.50 472.50 472.50 472.50

9. 重量処理能力/日 tons/ｄａｙ VxYxH 141.82 94.50 283.50 94.50 236.32 708.82 661.50 708.82 378.00 756.00

処理能力計算書　－　         Capacity Calculation Sheet 　－　Nihot  wind separator SDi-650  Nihot Recycling Technology BV

⑧ガラスくず・コンクリー
トくず及び陶磁器くず



① ② ③ ④ ➄ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
Plastic Waste Paper Waste Wood Textile Rubber Waste Rubble Waste Metal Waste Glass,Concrete,Ceramic  Waste Animal & Plant residue Slag

廃プラ 紙くず 木くず 繊維くず ゴムくず がれき類 金属くず ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 動・植物性残渣 鉱さい
A かさ比重 Bulk Density (ton/m3) 0.30 0.20 0.60 0.20 0.50 1.50 1.40 1.50 0.80 1.60

B 投入効率（EORI） Efficiency of Rate Input (%) 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7

C 材料効率（EORM） Efficiency of Rate Material (%) 0.6 0.5 0.6 0.6 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

D 刃のサイズ（W） Knfe Dimension (W) (m) 172mm 0.172 0.172 0.172 0.172 0.172 0.172 0.172 0.172 0.172 0.172

E 刃のサイズ（L） Knife Dimension (L) (m) 57mm 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057 0.057

F ナイフの個数 Number of Knives (pcs) 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

G 回転数 Rotor Rotation Speed (RPM) 355 355 355 355 355 355 355 355 355 355 355

H スクリーン穴 Screen Size (m) ヘキサゴナルタイプ（六角形タイプ）幅80ｍｍ - - - - - - - - - -

I プッシャー高さ Pusher Height Dimension (m) 520mm 0.52 0.52 0.52 0.52 0.52 0.52 0.52 0.52 0.52 0.52

J 破砕率 Shredding Rate (%) 13.9% 0.139 0.139 0.139 0.139 0.139 0.139 0.139 0.139 0.139 0.139

K スクリーン通過率 Screen Transit Ratio (%) 34.0% 0.34 0.34 0.34 0.34 0.34 0.34 0.34 0.34 0.34 0.34

L プッシャー前進率 Pusher Forward Rate (%) 50% 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50

M 1日あたりの稼働時間 Operating Time per hour (Hr) 14時間 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14

N 破砕容積の条件加味 60% 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60 0.60

O 破砕刃による破砕容積 Shredding Capacity by Knives (m3) C * D * E * F * I * J * K * L * N （小数第五位四捨五入） 0.0022 0.0019 0.0022 0.0022 0.0011 0.0011 0.0011 0.0011 0.0011 0.0011

P 時間あたりのローター回転数 Rotor Rotation per hour (Rotation/Hr) G * 60mins 21300 21300 21300 21300 21300 21300 21300 21300 21300 21300

Q 時間あたりの破砕容積 Shredding Volume per hour (m3/Hr) B * O * P（小数第二位四捨五入） 32.9 28.4 32.9 32.9 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5

R 時間あたりの破砕処理能力 Shredding Capacity per hour (ton/Hr) A * Q（小数第三位四捨五入） 9.87 5.68 19.74 6.58 8.25 24.75 23.10 24.75 13.20 26.40

S 1日(14時間）の破砕処理能力 Shredding Capacity per day (ton/Day) R * M（小数第三位四捨五入） 138.18 79.52 276.36 92.12 115.50 346.50 323.40 346.50 184.80 369.60

【上記に関する補足事項】
J 破砕率 Shredding Rate (%) 破砕刃と固定刃が噛みあうことによって破砕される効率 13.9 （１） 172mm破砕刃とスクリーン穴80ｍｍ幅の比46.5%

（２） 破砕刃と固定刃の噛み合う場所に材料が充満されている確率30.0％
（３） 破砕率＝40.7％×30.0％＝13.9%

K スクリーン通過率 Screen Transit Ratio (%) ヘキサゴナルタイプ（六角形タイプ）を材料が通過する比率 34.0 有効スクリーン面積におけるスクリーン穴部分の総面積の割合で算出しております。

L プッシャー前進率 Pusher Forward Rate (%) 稼働時間中にプッシャーが前進している割合 50.0 破砕はプッシャーが前進している際に行われます。
プッシャーが前進している時間は稼働時間中の50%です。

N 破砕容積の条件加味 Shredding capacity condition added (%) 破砕時に材料が破砕される容積の割合 0.6 材料が横方法へ逃げるため、実際に押し込まれて破砕される容積は60％とします。

*この処理能力計算書は破砕能力の根拠を示したものであり、実際には対象物の性状やその他の条件により能力は大きく変化しますので、その能力を保証するものではありません。

         処理能力計算書 Capacity Calculation Sheet　－　Lindner, Komet1800
項目 Items 単位/Unit 備考/Notes

計算式/Calculation

処理対象物/Material Type

























































































駐車場位置図 

 
 

駐車場     申請地     既存施設用地 
 

① 鈴鹿リサイクルセンター 
② (株)フジコウ 
③ 下田徳重 
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設備番号（添付資料一覧表の○付き番号と対応）、イメージ図

　　手選別

荷下ろし後、手選別



【破砕・ふるい・風力選別・破砕・圧縮】①～⑱　2軸破砕機→振動ふるい機→風力選別機→1軸破砕機→圧縮機

※産業廃棄物処理フロー図中の①～⑱は、別紙混合廃棄物破砕選別ライン　フロー図に基づきます。

燃 料

各事業場より混合廃棄物を排出

産業廃棄物処理フロー図（鈴鹿リサイクルセンター有限会社）

鈴鹿リサイクルセンター㈲受入

①2軸破砕

展開検査

土間手選別

液状物、汚泥、燃えがら等

有価物回収

ガスボンベ等

③振動ふるい

④風力選別 ⑩風力選別

金属回収

⑧磁選⑭磁選

⑮1軸破砕

⑱圧縮

⑦重量物手選別
コンベヤ

アンダー品

⑭磁選 ⑬磁選

⑮1軸破砕

⑱圧縮

手選別時に完全分別できた品目は既存施設・他の工程へ

産業廃棄物収集運搬

有価売却及び

外部委託処分

有価物運搬及び
委託収集運搬

鈴鹿リサイクルセンター㈲
中間処分

自社運搬及び
委託収集運搬

オーバー品

軽量物 重量物

混合廃棄物 7品目

廃棄物品目

ガラスくず等金属くずがれき廃プラスチック繊維くず紙くず木くず

軽量物 重量物

廃プラ

紙

木

繊
金 紙

ガ

木

が 紙

木

繊
紙

ガ

木

が

燃 料
有価物

製鋼原料

燃 料

マテリアル

有価物

安定型埋立

残渣

安定型埋立

残渣
管理型埋立

不適合品返品不適合品返品

廃プラ

廃プラ
廃プラ



【破砕・ふるい・風力選別】①③→④⑩　2軸破砕機→振動ふるい機→風力選別機

※産業廃棄物処理フロー図中の①～⑱は、別紙混合廃棄物破砕選別ライン　フロー図に基づきます。

7品目：木くず、紙くず、繊維くず、廃プラ、
金属くず、ガラスくず等　がれき類

サーマル

各事業場より混合廃棄物を排出

産業廃棄物処理フロー図（鈴鹿リサイクルセンター有限会社）

鈴鹿リサイクルセンター㈲受入

①2軸破砕

展開検査

土間手選別

液状物、汚泥、燃えがら等

有価物回収

ガスボンベ等

③振動ふるい

④風力選別 ⑩風力選別

⑦重量物手選別
コンベヤ

アンダー品

手選別時に完全分別できた品目は既存施設・他の工程へ

産業廃棄物収集運搬

有価売却及び

外部委託処分

有価物運搬及び
委託収集運搬

鈴鹿リサイクルセンター㈲
中間処分

自社運搬及び
委託収集運搬

オーバー品

軽量物

重量物

混合廃棄物 7品目

廃棄物品目

ガラスくず等金属くずがれき廃プラスチック繊維くず紙くず木くず

軽量物 重量物

廃プラ

紙

木

繊
金

紙

ガ

木

が
紙

木

繊
紙

ガ

木

が

サーマル

サーマル

マテリアル

有価物

安定型埋立

残渣

安定型埋立

残渣
管理型埋立

金

不適合品返品 不適合品返品

廃プラ

廃プラ

廃プラ



【破砕・圧縮】⑮→⑱1軸破砕機→圧縮機

※産業廃棄物処理フロー図中の①～⑱は、別紙混合廃棄物破砕選別ライン　フロー図に基づきます。

⑮1軸破砕機

各事業場より混合廃棄物を排出

産業廃棄物処理フロー図（鈴鹿リサイクルセンター有限会社）

鈴鹿リサイクルセンター㈲受入

展開検査

土間手選別

液状物、汚泥、燃えがら

有価物回収

ガスボンベ等

産業廃棄物収集運搬 有価物運搬及び
委託収集運搬

鈴鹿リサイクルセンター㈲
中間処分

自社運搬及び
委託収集運搬

有価売却及び

外部委託処分

ガラスくず（断熱材）廃プラスチック繊維くず紙くず

セメント

原燃料
燃料

⑱圧縮機

燃料 安定型埋立

不適合品返品 不適合品返品



【破砕】2軸破砕機①

※産業廃棄物処理フロー図中の①～⑱は、別紙混合廃棄物破砕選別ライン　フロー図に基づきます。

7品目：木くず、紙くず、繊維くず、廃プラ、
金属くず、ガラスくず等　がれき類

①2軸破砕機

各事業場より混合廃棄物を排出

産業廃棄物処理フロー図（鈴鹿リサイクルセンター有限会社）

鈴鹿リサイクルセンター㈲受入

展開検査

土間手選別

液状物、汚泥、燃えがら

有価物回収

ガスボンベ等

産業廃棄物収集運搬
有価物運搬及び
委託収集運搬

鈴鹿リサイクルセンター㈲
中間処分

重量物

自社運搬及び
委託収集運搬

有価売却及び

外部委託処分

混合廃棄物 7品目ガラスくず等金属くず（缶）廃プラスチック繊維くず紙くず木くず

セメン
ト

原燃料

焼却 焼却
有価物

製銅原料

マテリアル
リサイクル

残 渣
管理型埋立

がれき

安定型埋立 安定型埋立

残 渣
管理型埋立

路盤材

安定型埋立

残 渣
管理型埋立

路盤材

安定型埋立

残 渣
管理型埋立

不適合品返品 不適合品返品



【圧縮】⑱　圧縮機

※産業廃棄物処理フロー図中の①～⑱は、別紙混合廃棄物破砕選別ライン　フロー図に基づきます。

7品目：木くず、紙くず、繊維くず、廃プラ、
金属くず、ガラスくず等　がれき類

⑱圧縮機

各事業場より混合廃棄物を排出

産業廃棄物処理フロー図（鈴鹿リサイクルセンター有限会社）

鈴鹿リサイクルセンター㈲受入

展開検査

土間手選別

液状物、汚泥、燃えがら

有価物回収

ガスボンベ等

産業廃棄物収集運搬 有価物運搬及び
委託収集運搬

鈴鹿リサイクルセンター㈲
中間処分

重量物

自社運搬及び
委託収集運搬

有価売却及び

外部委託処分

混合廃棄物 7品目ガラスくず（断熱材）金属くず（缶）廃プラスチック繊維くず紙くず木くず

セメント

原燃料
有価物

チップ

燃料

燃 料
有価物

製銅原料
安定型埋立

安定型埋立

残 渣

燃 料

マテリアル
リサイクル

有価物

マテリアル
リサイクル

有価物

不適合品返品 不適合品返品

















































生活環境及び環境保全の向上を図る上で支障を生ずるおそれがない理由 

 

１．騒音・振動 

  ・施設は工場内の屋内に設置する。 

  ・施設の設置場所を敷地境界から離して騒音・振動削減を行う。 

  ・機器の日常・定期点検徹底し、作業についても注意を払う。 

２．悪臭 

・屋外コンテナに保管する廃棄物や木質チップには、常にシートがけを行い、雨水と

の接触による悪臭の発生を防止する。 

・日常の清掃等により防止する。 

  ・臭気の強いものは受け入れない。 

  ・工場の屋内で破砕作業を行う。 

  ・長期間保管せずに速やかに処理する。 

３．粉塵 

・屋外コンテナに保管する廃棄物や木質チップには、常にシートがけを行い、粉塵の

発生を防止する。 

・工場敷地の散水により粉塵を予防する。 

  ・工場の屋内で破砕作業を行い、粉塵を放出しない。 

  ・工場内に集塵機を設置する。 

４．水質（地下浸透含む） 

  ・破砕機は建屋内で作業する。 

・建屋内で万が一廃液がこぼれた場合、建屋内周囲に設けた側溝を通じて桝にて採集

し屋外に流れ出ることはない。 

  ・なお、排水槽の集積水が雨水とほぼ同等の性状（無色。無臭。懸濁していない。有

害物質に汚染されているおそれがない等）であれば、第二工場建内で散水等に循環

利用することがあります。 

  ・廃棄物の保管場所には、屋根がないが、シート掛けをしたコンテナ内であるため、

コンテナ内に雨水の流入はない。 



・展開場所が建屋内であり、保管場所から展開場所までは、コンテナごと移動させる

ため、コンテナ内への雨水の流入はない。 

  ・新しく処理後の保管場所とする場所は、三方を７ｍを超えるコンクリートの壁で囲

われており、一方は囲いがないが、処理後の廃棄物は、圧縮梱包（ストレッチフィ

ルムにて六面固縛密封梱包）されており、雨水の侵入はない。 

  ・工場内はコンクリートを舗装するため、水の地下浸透はない。 



生活環境影響調査 

1. 項目選定 
 

設置する施設は、破砕施設・選別施設・圧縮施設であることから、 
影響が考えられる項目の洗い出しを行った（下表）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
なお、洗い出した項目（下記 2（1）～（3））を検討した結果、 

大気質及び悪臭については、すべての施設が屋内に設置されることから  
調査対象外とし、また水質（地下浸透含む）については発生しないことから調査   
対象外とした。 
よって今回は「騒音」と「振動」を調査対象とした。 

2. 洗い出し項目検討 

（1）大気質（粉塵） 

・屋外コンテナに保管する廃棄物や木質チップには、常にシートがけを行い、粉塵の発

生を防止する。 

・工場敷地の散水により粉塵を予防する。 

  ・工場の屋内で破砕作業を行い、粉塵を放出しない。 

  ・工場内に集塵機を設置。 



（2）悪臭 

・屋外コンテナに保管する廃棄物や木質チップには、常にシートがけを行い、雨水との

接触による悪臭の発生を防止する。 

・日常の清掃等により防止する。 

  ・臭気の強いものは受け入れない。 

  ・工場の屋内で破砕作業を行う。 

  ・長期間保管せずに速やかに処理する。 

（3）水質（地下浸透含む） 

  ・破砕機は建屋内で作業する。 

・建屋内で万が一廃液がこぼれた場合、建屋内周囲に設けた側溝を通じて桝にて採集し

屋外に流れ出ることはない。 

  ・なお、排水槽の集積水が雨水とほぼ同等の性状（無色。無臭。懸濁していない。有害

物質に汚染されているおそれがない等）であれば、第二工場建内で散水等に循環利用

することがあります。 

  ・廃棄物の保管場所には、屋根がないが、シート掛けをしたコンテナ内であるため、コ

ンテナ内に雨水の流入はない。 

・展開場所が建屋内であり、保管場所から展開場所までは、コンテナごと移動させるた

め、コンテナ内への雨水の流入はない。 

  ・新しく処理後の保管場所とする場所は、三方を７ｍを超えるコンクリートの壁で囲わ

れており、一方は囲いがないが、処理後の廃棄物は、圧縮梱包（ストレッチフィルム

にて六面固縛密封梱包）されており、雨水の侵入はない。 

    ・工場内はコンクリート舗装のため、水の地下浸透はない。 

 

 

 

 

 

 

 



3. .生活環境影響調査（騒音・振動） 

（1）目的 

   新たな設備を設置し、稼働することによる周辺環境への影響度合いを評価することを

目的とする。 

  具体的には、現況の騒音・振動測定を行い、新設の破砕機の騒音・振動計測結果より設

備設置後の騒音・振動予測を行い基準値に適合するかを確認する。 

（2）予測方法 

   「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針について」に基づき、予測を行うものとする。 

（3）設備設置場所及び騒音調査地点 

    別紙 1 参照 

4. 基準値 

・騒音 55ｄB 

・振動 60ｄB 

 

5. 予測結果（詳細は別紙 2 に記載） 

  ・騒音  基準値を満たす結果である。 

 ・振動  基準値を満たす結果である。 

以 上 
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対象設備

別紙1　選定場所



＜騒音＞

単位：デシベル
現況騒音レベル 破砕機の 本事業実施後

（騒音レベル：L5） 騒音レベル の騒音レベル
予測結果 予測結果

① 47 37 47 〇

② 42 35 43 〇
③ 51 39 51 〇
④ 50 53 55 〇
⑤ 51 43 52 〇
⑥ 51 50 54 〇

基準値55dB
〇コメント

＜振動＞

現況振動レベル 破砕機の 本事業実施後
（振動レベル：L10） 振動レベル の振動レベル

予測結果 予測結果

① 31 40 41 〇

② 30未満 37 38 〇
③ 34 45 45 〇
④ 30 56 56 〇
⑤ 30未満 49 49 〇
⑥ 39 54 54 〇

基準値60dB
〇コメント

予測地点 適合

昼 間

　　　    　  単位：デシベル

時間の区分

本施設の稼働に伴う振動レベルの敷地境界における予測結果は、表２の示すとおりである。目標値を規制
基準値の60dbとした場合、すべての地点で基準値を満足する結果となったため、環境保全上の目標は達
成できるものと考えられる。

別紙2　予測結果および施設騒音に係る生活環境保全上の目標との整合性

表２　敷地境界線上における振動の予測結果

時間の区分 予測地点 適合

昼 間

本施設の稼働に伴う騒音レベルの敷地境界における予測結果は、表１に示すとおりである。目標値を規制
基準値の55dBとした場合、すべての地点で基準値を満足する結果となったため、環境保全上の目標は達
成できるものと考えられる。






























